
地域を守る
消防団員
別の仕事に従事しながらも町の安全を守るため活
動をしている三芳町消防団。日ごろの活動や町へ
の想いについて紹介します。

町を愛する気持ちが、町を守り続ける

三
芳
町
消
防
団
の
　

多
岐
に
わ
た
る
活
動

　

消
防
団
員
と
消
防
職
員
と
の
違
い

を
ご
存
じ
で
す
か
？
消
防
職
員
は
消

防
本
部
に
勤
務
す
る〝
地
方
公
務
員
〟

で
あ
り
、
消
防
団
員
は
、
別
の
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
の
火
災
や
災

害
時
に
現
場
に
駆
け
つ
け
る
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
存
在
で
す
。

　

三
芳
町
の
消
防
団
は
、
５
つ
の
分

団
と
、
女
性
団
員
、
本
部
役
員
で
構

成
さ
れ
、
83
人(

平
成
27
年
４
月
現

在)

が
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、

主
に
次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

【
火
災･

災
害
発
生
時
の
消
火･

救

命を救うAED

AED とは、心室細動と呼ばれる心
臓がこまかく震えることにより、血
液を体内に送り出せなくなっている
状態になった心臓に対して、電気
ショックを与え（除細動）、正常な
リズムに戻すための医療機器です。
Automated External Defibrillator の
略で、日本語では「自動体外式除細
動器」といいます。

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
届
く
ま
で
、

人
工
呼
吸
と
胸
骨
圧

迫
を
行
う
。

ＡＥＤの使用方法

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

と
声
を
か
け
、
反
応

を
み
る
。

貼
る
位
置
は
パ
ッ
ド

に
わ
か
り
や
す
く
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

必
ず
、
自
分
や
周
り

の
人
は
傷
病
者
か
ら

離
れ
て
く
だ
さ
い
。

突然の心停止状態の場合、Ａ
ＥＤや心肺蘇生法を身近な人
が行うことで、救命率が格段
にあがります。勇気を持って
行動をしてください。

入間東部地区消防組合西消防署 3 係

小山昭彦 救急隊長

勇気ある行動が命を救う

Interview
　　

応急手当に関する正しい知識と技術を身につけるための「心肺蘇
生法」と「AED の使い方」を学ぶことができます。

普通救命講習Ⅰ
　

入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
の
三

芳
分
署
の
署
員
と
行
う
消
防
訓
練
。

２
市
１
町
合
同
防
ぎ
ょ
訓
練
の
ほ

か
、
地
域
の
た
め
三
芳
町
消
防
団

は
高
い
レ
ベ
ル
を
め
ざ
し
、
３
年

前
か
ら
単
独
で
も
消
防
署
員
と
合

同
で
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。防ぎょ訓練は消防署と消防団が相互に連携を図

ることを目的に実施されています。

消
防
団
員
と
消
防
職
員

合
同
消
防
訓
練
を
実
施

助
活
動
】【
消
火
・
防
ぎ
ょ
訓
練
】【
夜

間
巡
回
】【
救
命
講
習
の
実
施
】　
【
火

災
予
防
活
動
】
な
ど
活
動
内
容
は
多

岐
に
渡
り
ま
す
。
火
災
や
災
害
発
生

時
に
は
、
仕
事
中
で
も
、
現
場
に
駆

け
つ
け
、
消
防
職
員
と
と
も
に
消
火

･

救
助
活
動
に
従
事
し
ま
す
。

技
術
の
高
さ
は

　
　

志
の
高
さ
の
現
れ

　

７
月
５
日
に
実
施
さ
れ
た
消
防
団

の
消
防
技
術
を
競
う
入
間
東
部
支

部
消
防
団･

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

で
は
三
芳
町
消
防
団
が
１
位
か
ら
３

位
、
敢
闘
賞
の
上
位
を
占
め
る
と
い

う
快
挙
を
達
成
。
３
月
に
は
、
日
頃

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
消
防
庁
長
官

か
ら
表
彰
旗
を
授
与
。
近
隣
消
防
団

も
視
察
に
訪
れ
る
な
ど
、
高
い
技
術

と
志
を
三
芳
町
消
防
団
は
持
っ
て
い

ま
す
。

三
芳
を
こ
れ
か
ら
も

守
り
続
け
た
い

　

仕
事
と
掛
け
持
ち
な
が
ら
も
、
な

ぜ
高
い
意
識
で
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
三
芳
町
消
防
団
長
の

鈴
木
紀
啓
さ
ん
の
話
で
す
。「
地
域

の
先
輩
た
ち
が
長
年
、
消
防
団
と
し

て
町
を
守
り
続
け
て
き
た
歴
史
が
三

芳
に
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
重
み
を
私

た
ち
は
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し

「
地
域
の
こ
と
は
自
分
達
が
一
番
よ

く
知
っ
て
い
ま
す
。
愛
着
の
あ
る
地

域
で
悲
し
い
こ
と
は
お
き
て
ほ
し
く

な
い
し
、
消
防
団
員
と
し
て
の
活
動

に
後
悔
を
し
た
く
な
い
。
そ
の
た
め

に
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
、
全

力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
続
け
ま
し
た
。

三
芳
町
民
、
そ
し
て
　

団
長
と
し
て
の
想
い

　

一
人
の
三
芳
町
民
と
し
て
、
消
防

団
長
と
し
て
の
思
い
と
は
。
最
後
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
三
芳
で
暮
ら
す
人
の
生
命
と
財
産

を
守
り
た
い
。
こ
れ
は
団
員
共
通
の

想
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
団
員
は
訓
練
を
積
ん
で

い
ま
す
が
、
本
来
は
何
も
な
い
の
が

一
番
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
防
災･

火

災
予
防
等
に
つ
い
て
家
族
で
話
を
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。

➊三芳町消防団役員の皆さん《前列 / 鈴
木紀啓団長（中央）/ 清水邦宏副団長（左）
/ 鈴木秀幸副団長（右）》《後列左から各
分団長①富岡健太郎 / ②中嶋剣太郎 / ③
小山幸宏 / ④江原義則 / ⑤山田豊治》（敬
称略・数字は分団）➋三芳町消防団は 3
月に消防庁長官から表彰旗を授与され、
表彰されました。( 県内で三芳町消防団
員のみ )。２月には地域活動表彰も受け
ています。

「
愛
着
の
あ
る
三
芳
町

全
力
で
守
り
続
け
た
い
」

操法大会で優勝した第4分団の操法

▶日時  9 月 26 日㈯ 9:00 ～ 12:00　▶会場　消防本部大講堂
▶対象  三芳町・富士見市・ふじみ野市在住、在勤、在学者
▶ 申込み　9 月 7 日㈪～ 11 日㈮の間に下記へ連絡し予約
問 入間東部地区消防組合消防本部救急課 
　 ☎ 261-6673（平日 8:30 ～ 17:00)

鈴木 紀啓さん (41)

第１分団に 14 年、本部に 5 年在籍。
今年の 4 月から三芳町消防団長に就
任した。

三芳町消防団長


